
平 成 31年 度 地 下 水 の水 質 測 定 計 画  

 

（趣 旨 ） 

 この水 質 測 定 計 画 は、水 質 汚 濁 防 止 法 第 16条 の規 定 に基 づき、兵 庫 県 内 の地 下 水 の

水 質 測 定 について、必 要 な事 項 を定 めるものとする。 

 

（調 査 の種 類 ） 

１． 調 査 の種 類 は、次 のとおりとする。 

（１）概 況 調 査  

県 下 の全 体 的 な地 下 水 質 の概 況 を把 握 するために実 施 する地 下 水 の水 質 調 査 と

する。地 域 の実 情 に応 じて、年 次 計 画 を立 てて、計 画 的 に実 施 する調 査 とする。 

   （２）汚 染 井 戸 周 辺 地 区 調 査  

概 況 調 査 により新 たに判 明 した、又 は事 業 者 からの報 告 等 により新 たに明 らかにな

った汚 染 について、その汚 染 範 囲 を確 認 するとともに汚 染 原 因 の究 明 に資 するために

実 施 する地 下 水 の水 質 調 査 とする。 

必 要 に応 じて、土 壌 汚 染 が判 明 した場 合 にも実 施 することとする。 

   （３）継 続 監 視 調 査  

汚 染 地 域 について継 続 的 に監 視 を行 うための調 査 とする。 

   （４）緊 急 モニタリング調 査  

      地 震 等 の災 害 発 生 等 で、地 域 での地 下 水 汚 染 が懸 念 される場 合 にあっては、その

地 域 での発 生 源 の状 況 等 に基 づき、調 査 項 目 、地 点 を適 宜 定 めて地 下 水 のモニタリ

ング調 査 を実 施 する。 

 

（測 定 項 目 ） 

１． 測 定 項 目 は、原 則 として次 のとおりとする。 

（１）一 般 項 目  

気 温 、水 温 、外 観 、臭 気 、透 視 度  

（２）環 境 基 準 項 目  

カドミウム、全 シアン、鉛 、六 価 クロム、砒 素 、総 水 銀 、アルキル水 銀 、ＰＣＢ、ジクロロメ

タン、四 塩 化 炭 素 、クロロエチレン、1,2－ジクロロエタン、1,1－ジクロロエチレン、1,2

－ジクロロエチレン、1,1,1－トリクロロエタン、1,1,2－トリクロロエタン、トリクロロエチレ

ン、テトラクロロエチレン、1,3－ジクロロプロペン(Ｄ－Ｄ)、チウラム、シマジン(ＣＡＴ)、

チオベンカルブ(ベンチオカーブ)、ベンゼン、セレン、硝 酸 性 窒 素 及 び亜 硝 酸 性 窒 素 、

ふっ素 、ほう素 、1,4－ジオキサン 

 



（３）要 監 視 項 目  

クロロホルム、1,2－ジクロロプロパン、p－ジクロロベンゼン、イソキサチオン、ダイアジノ

ン、フェニトロチオン(ＭＥＰ)、イソプロチオラン、オキシン銅 (有 機 銅 )、クロロタロニル

(ＴＰＮ)、プロピザミド、ＥＰＮ、ジクロルボス(ＤＤＶＰ)、フェノブカルブ(ＢＰＭＣ)、イプロ

ベンホス( ＩＢＰ)、クロルニトロフェン(ＣＮＰ)、トルエン、キシレン、フタル酸 ジエチルヘキ

シル、ニッケル、モリブデン、アンチモン、エピクロロヒドリン、全 マンガン、ウラン 

（４）その他 の項 目  

ｐＨ、電 気 伝 導 率 、塩 化 物 イオン、大 腸 菌 群 数 、一 般 細 菌  

   （５）井 戸 の諸 元 項 目  

    井 戸 の形 式 、使 用 目 的 、使 用 状 況 、ストレーナーの位 置 、地 下 水 位 、井 戸 深 度 等  

 

（測 定 地 域 及 び測 定 地 点 ） 

３． 測 定 地 域 （ﾒｯｼｭ）及 び測 定 地 点 は、別 添 「地 下 水 の水 質 測 定 計 画 表 」に掲 げる概 況

調 査 95地 域 （ﾒｯｼｭ）97地 点 （井 戸 ）、継 続 監 視 調 査 63汚 染 地 区 117地 点 とする。 

※継 続 監 視 調 査 には複 数 メッシュにまたがる場 合 があるため汚 染 地 区 と表 現 している。 

 

（測 定 回 数 ） 

４． 測 定 回 数 は、年 １回 以 上 とする。 

 

（測 定 方 法 ） 

５． 測 定 方 法 は別 表 －２に掲 げる方 法 によるものとする。 

 

（測 定 機 関 ） 

６． 測 定 機 関 は別 添 「地 下 水 の水 質 測 定 計 画 表 」によるものとし、必 要 に応 じて関 係 機

関 で協 議 するものとする。 

 

（測 定 結 果 ） 

７． 測 定 結 果 は、測 定 した月 の翌 月 の末 までに、原 則 として別 途 定 めるフォーマットにより、

電 子 ファイルで知 事 あて送 付 するものとする。ただし、３月 に実 施 した測 定 結 果 は４月 １５

日 までに送 付 するものとする。なお、環 境 基 準 値 を超 える値 が検 出 された場 合 は、速 や

かに通 報 するものとする。 

 



別表－２　測定方法(地下水)

測　　　定　　　方　　　法

気温 日本工業規格K0102(以下｢規格｣という。)の7.1に定める方法

水温 規格7.2に定める方法

外観 規格8に定める方法又は標準色票(日本色彩研究所製作)による方法

臭気 規格10.1に定める方法

透視度 規格9に定める方法

カドミウム 規格55.2、55.3又は55.4に定める方法

全シアン
規格K0102の38.1.2及び38.2に定める方法、規格K0102の38.1.2及び38.3に
定める方法又は規格K0102の38.1.2及び38.5に定める方法

鉛 規格54に定める方法

六価クロム 規格65.2に定める方法

砒素 規格61.2、61.3又は61.4に定める方法

総水銀
水質汚濁に係る環境基準について（昭和46年環境庁告示第59号（以下「告
示」という。））付表１に掲げる方法

アルキル水銀 告示付表2に掲げる方法

ＰＣＢ 告示付表3に掲げる方法

ジクロロメタン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

四塩化炭素 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

クロロエチレン
地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成9年3月13日付け環境庁告
示第10号）付表に掲げる方法

1,2-ジクロロエタン 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2に定める方法

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

シス体とトランス体の和

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

トリクロロエチレン 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

テトラクロロエチレン 規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

チウラム 告示付表4に掲げる方法

シマジン 告示付表5の第1又は第2に掲げる方法

チオベンカルブ 告示付表5の第1又は第2に掲げる方法

ベンゼン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

セレン 規格67.2、67.3又は67.4に定める方法

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

硝酸性窒素にあつては規格K0102の43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6に定め
る方法、亜硝酸性窒素にあっては規格K0102の43.1に定める方法

ふっ素

規格K0102の34.1若しくは34.4に定める方法又は規格K0102の34.1c）（注(6)
第三文を除く。）に定める方法（懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害と
なる物質が共存しない場合にあっては、これを省略することができる。）及び公
共用水域告示付表６に掲げる方法

ほう素 規格47.1、47.3又は47.4に定める方法

１，４－ジオキサン 告示付表７に掲げる方法
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1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ シス体にあっては規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2に定める方法、トランス
体にあっては、規格 K0125 の5.1、5.2 又は 5.3.1 に定める方法



測　　　定　　　方　　　法調査項目

クロロホルム 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

1,2-ジクロロプロパン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

p-ジクロロベンゼン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

イソキサチオン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の測定方法及び要監視
項目の測定方法について(平成5年4月28日付け環水規第121号。以下｢通
知｣という。)付表1の第1、第2に掲げる方法

ダイアジノン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

フェニトロチオン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

イソプロチオラン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

オキシン銅 通知付表第2に掲げる方法

クロロタロニル 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

プロピザミド 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

ＥＰＮ 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

ジクロルボス 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

フェノブカルブ 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

イプロベンホス 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

クロルニトロフェン 通知付表1の第1又は第2に掲げる方法

トルエン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

キシレン 規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 通知付表3の第1又は第2に掲げる方法

ニッケル 規格59.3に定める方法又は通知付表4若しくは通知付表5に掲げる方法

モリブデン 規格68.2に定める方法又は通知付表4若しくは通知付表5に掲げる方法

アンチモン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について（平
成16年3月31日付け環水企発第040331003号、環水土発第040331005号。以
下「通知２」という。）付表５の第１、第２又は第３に掲げる方法

エピクロロヒドリン 通知２付表２に掲げる方法

全マンガン 規格56.2、56.3、56.4又は56.5に定める方法

ウラン 通知２付表４の第１又は第２に掲げる方法

pH 規格12.1に定める方法

電気伝導率 規格13に定める方法

塩化物イオン 規格35に定める方法

大腸菌群数 告示別表2備考に掲げる方法

一般細菌 上水試験方法に定める方法
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（参考）  

地下水の水質汚濁に係る環境基準（平成 9 年 3 月13 日環境庁告示第 10 号） 

（平成９年３月13 日環境省告示第10 号、最終改正平成28 年３月29 日環境省告示第31 号） 

項目 基準値 

カドミウム 0.003mg／l 以下 

全シアン 検出されないこと。 

鉛 0.01mg／l 以下 

六価クロム 0.05mg／l 以下 

砒素 0.01mg／l 以下 

総水銀 0.0005mg／l 以下 

アルキル水銀 検出されないこと。 

ＰＣＢ 検出されないこと。 

ジクロロメタン 0.02mg／l 以下 

四塩化炭素 0.002mg／l 以下 

クロロエチレン（別名：塩化ビニルモノマー） 0.002mg／l 以下 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg／l 以下 

1,1-ジクロロエチレン 0.1mg／l 以下 

1,2-ジクロロエチレン 0.04mg／l 以下 

1,1,1-トリクロロエタン 1mg／l 以下 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg／l 以下 

トリクロロエチレン 0.01mg／l 以下 

テトラクロロエチレン 0.01mg／l 以下 

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg／l 以下 

チウラム 0.006mg／l 以下 

シマジン 0.003mg／l 以下 

チオベンカルブ 0.02mg／l 以下 

ベンゼン 0.01mg／l 以下 

セレン 0.01mg／l 以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg／l 以下 

ふっ素 0.8mg／l 以下 

ほう素 1mg／l 以下 

1,4-ジオキサン 0.05mg／l 以下 
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